










































































































































































































































































　　　　　　平成 28 年度 12 名
　　　　　　平成 29 年度 14 名

























を行い、同意を得られた平成 28 年度 2 年生 12 名の




















介護実習Ⅰ 2 年次夏休み（12 日間）


































第 3・4 回　課題１の発表　　　　　　第 5 回　課題１の発表内情準備（個人作業）　　　　　第 6・7 回　課題 2の発表
【課題１】調べてみよう都道府県
 ・くじ引きで一人ずつ 3 県または 4 県を担当し、１県について 3 分発表。












 ・ くじ引きで２～３人グループをつくり、調べる年代を決めます（大正時代から平成 28 年まで約 10 年毎に区切る）。1グループ
15 分発表。








求めた。47 都道府県のうち、全ての正解者は 3 名、20 ～ 30の正解者が多くを占め、最も少ない正解は 9 都道府県であった。さら
に各都道府県について「知っていること」「イメージ」「行ったことがある人はエピソードを記入」とする自由記載のアンケートを行っ
た。課題 2については、大正時代から現在にかけておよそ 10 年単位で区切り、その年代のできごとについて「知っていること」「イメー
ジ」について自由記載のアンケートを行った。さらに課題１・２のそれぞれに発表者に対して「知りたいこと：発表者へのリクエスト」
を記入する欄を設けた。






















































































































































































































４　 中 央 教 育 審 議 会（2012）「 新たな未 来を築
くための大 学 教 育の質 的 転 換に向けて～ 生
涯 学び続け、 主 体 的に考える力を育 成する













福田明 . 尾台安子 . 釜土禮子他 .（2013）「『介護過程』
における科目間連携の『見える化』による検討と






笠原千絵 . 山本秀樹 . 加藤善子 .（2008）「講義科目
でアクティブ・ラーニングを可能にする基本構
造 -- 社会福祉専門職教育関連科目における実践か













皆川武 . 西村明也 . 西尾典洋他 .（2015）メ「ディア
表現学科における科目間の相互連携を取り入れた
初年次教育の展開とその課題」『目白大学高等教
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